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2004 6月号E報おおず

えひめ町並博2004特集

惨
さ
わ
や
か
な
竹
の
音
色
の

サ
ウ
ン
ド

・
オ
ブ
ジ
ェ

(楽
器
)

え
削
ザ
ゐ

十ど
町i
十ど
色工

高
速
道
路
が
西
予
市
ま
で
延
伸
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
南
予
地
区
の
豊

か
な
自
然
と
歴
史
を
背
景
と
し
た
町

並
博
が
、

4
月
却
日
か
ら
大
洲
市

・

西
予
市
の
宇
和
町
・

内
子
町
の

3
地

区
を
中
心
に
南
予

一
円
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
博
覧
会
は
、
住
民
が
知
恵
を

し
ぼ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

大
き
な
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
町
で
育
っ
た
文
化
、
人
々
の

特
色
を
発
揮
し
、
住
民
が
主
体
的
に

企
画
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で
を
行
う

「
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
」
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
も
地
元
の
文
化
に

密
着
し
た
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ブ

l
・
ア
i
ト
ス
ト
リ
ー
ト

大
洲
の
隠
れ
た
特
産
品
で
あ
る

「
竹
」
と
い
う
素
材
に
着
目
し
ま
し
た
。

竹
の
造
形
作
家
・
松
本
秋
則
氏
を

迎
え
て
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
素
材
を

活
か
し
て
開
催
さ
れ
る
町
並
ア

1
ト

「
大
洲
城
下

音
の
散
歩
道
と
竹
百

態
」
で
は
、
個
性
豊
か
な
竹
の
サ
ウ

2 

?"の

wow必
マ

甫
予
の
町
の
物
語
。

ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
(
楽
器
)
の
音
色

が
町
並
散
策
の
案
内
人
と
し
て
、
訪

れ
る
人
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
市
民
が
制
作
し
た
竹

の
花
入
れ
が
町
家
の
軒
先
を
飾
り
、

し
っ
と
り
と
し
た
城
下
町
に
彩
り
を

添
え
て
、
地
域
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。

バ
ン
ブ

l
・
サ
ウ
ン
ド

・
ガ
ー
デ
ン

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
隣
り
の
白
壁
の

倉

庫

(
旧
沖
本
倉
庫
)
で
は
、

6
月

初
日
ま
で
幻
想
的
な
竹
の
音
色
と
灯

り
の
空
間
が
広
が
る
「
パ
ン
ブ

1
・

サ
ウ
ン
ド
・
ガ
ー
デ
ン
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

町
並
み
と
あ
か
り

j
人
を
繋
ぐ
、
町
あ
か
り
j

大
洲
の
夜
を
演
出
す
る
「
町
並
と

あ
か
り
1
人
を
繋
ぐ
、
町
あ
か
り
1
」

が
7
月
口
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
、
お
は
な
は
ん

通
り
、
明
治
の
家
並
み
、
赤
煉
瓦
館

周
辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
灯

り
を
灯
す
と
い
う
行
為
が
持
つ
、
人

を
繋
ぐ
力
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人

の
営
み
、
そ
の
中
か
ら
こ
も
れ
出
る

あ
か
り
の
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
ひ

と
と
き
を
お
楽
し
み
に
。

星

祭

肱
川
沿
い
を
灯
り
の
波
で
彩
る
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
「
星
祭
」
が

8
月
お
日
に
開
催
し
ま
す
。

秋
本
格
開
催
冒
頭
イ
ベ
ン
ト

大
洲
城
を
背
景
に
し
た
「
秋
本
格

開
催
冒
頭
イ
ベ
ン
ト
」
を

9
月
l
日

か
ら

5
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
5
夜

連
続
で
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
は
、

-

日
毎
に
テ
l
マ
を
変
え
な
が
ら
の
七

変
化
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

おはなはん通りが変身
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ウ
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ー
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①
N
E
W
W
A
V
E
 

食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
元
の
高
校
生
た
ち
が
、
地
元
の

農
畜
産
物
を
素
材
に
し
た
新
し
い
加

工
食
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開
発
を
大
洲
農
業
高
等
学
校
と
大

洲
高
等
学
校
が
担
当
し
、
販
売
は
ま

ち
づ
く
り
第
三
セ
ク
タ
ー

「附
お
お

ず
街
な
か
再
生
館
」
が
担
当
し
ま
す
。

大
洲
の
秋
の
味
覚
「
さ
と
い
も
」
を

使

っ
た
「
さ
と
い
も
ア
イ
ス
」
や
米

だ
け
で
作
る
「
米
パ
ン
」
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
食
べ
物
が
完
成
に
向
か

っ

て
い
ま
す
。

観
光
周
遊
券
付
き
の
企
画
で
す
。

⑤
う
っ
し
ゃ
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
内
の
写
真
業
者

6
社
に
よ
る

集
合
写
真
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ル
バ

ム
、
観
光
施
設
周
遊
券
の
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ

ー
で
す
。

⑥
ホ
リ
デ
ー
・
イ
ン
・
カ
ヌ
ー
な
ど

の

「体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

⑦
大
洲
の
土
で
陶
芸
体
騒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
洲
の
土
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
陶
器
の
販
売
。
作
間
体
験
教

室
も
開
催
し
ま
す
。

②
自
主
制
作
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南
予
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク

4
杜
の
社
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
ド
ラ
マ

を
制
作
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
第

l
作
は
「
風
鈴
」
。
高
校
生
を
主
人

公
に
し
た
青
春
ド
ラ
マ
で
、
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
四
国
一

円
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

⑥
も
ち
麦
開
発
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

粘
り
と
コ
シ
の
強
い
も
ち
麦
を

使
っ
た
新
し
い
食
品
の
開
発
と
収
穫

祭
な
ど
の
体
験
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

中
核
イ
ベ
ン
ト
「
大
洲
レ
卜
ロ
タ
ウ
ン
」

レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
へ
よ
う
と
そ

えひめ町並博2004

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
行
事
を
予

定
し
て
ま
す
。
観
光
客
と
し
て
大
洲

に
来
る
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
在
、

住
ん
で
い
る
人
に
も
楽
し
め
ま
す
。

現
場
に
足
を
運
ん
で
、
見
て
、
触
っ

て
、
体
験
す
る
企
画
が
目
白
押
し
で

す
。
み
な
さ
ん
も
楽
し
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委
員

会
事
務
局

告

@

2
1
1
1

で
す
が
、
少
し
前
の
世
代
に
は
懐
か

し
い
も
の
、
欲
し
か
っ
た
も
の
た
ち

ば
か
り
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
メ
ン
コ
、
ベ

l
ゴ

マ
、
ゴ
ム
遊
び
、
フ
ラ
フ
l
プ
な
ど

の
懐
か
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
の
辻

遊
び
道
場
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

家
の
前
の
道
端
で
は
、
お
ば
ち
ゃ

ん
が
七
厘
で
さ
ん
ま
を
焼
い
て
い
た

あ
の
と
き
。
い
つ
も
、
半
ズ
ボ
ン
で
膝

中
核
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昭
和
レ

ト
ロ
で
遊
ぶ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
大

洲
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
」
が

7
月
口
日

(
土
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

肱
南
地
区
の
レ
ト
ロ
ム

l
ド
が
漂

う
「
お
は
ん
は
ん
通
り
」
、
「
ポ
コ
ペ

ン
横
丁
」
な
ど
が
メ
イ
ン
会
場
と
な

り
、
昭
和
初
年
代
の
駄
菓
子
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。
若
い
世

代
に
は
、
新
鮮
に
映
る
も
の
ば
か
り

小
僧
を
す
り
む
い
て
い
た
少
年
時
代
。

ど
れ
も
み
な
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ

て
く
れ
た
も
の
た
ち
ば
か
り
で
す
。

少
し
前
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ

プ
し
て
、
懐
か
し
い
あ
の
時
に
戻
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
赤
煉

E
探
訪
と
れ
ん
が
パ
ン
の
旅

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
を
は
じ
め
と
す

る
近
隣
の
煉
瓦
建
築
物
を
巡
り
、
手

製
の
れ
ん
が
パ
ン
を
味
わ
う
ミ
ニ
ツ

ア
ー
で
す
。

2004 6月号応積おおず

④
城
下
町
和
菓
子
探
訪
記

市
内
の
和
菓
子
屋
を
巡
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

特集

(内
線
3
5
3
)
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2004 6月号応緩おおず

くらしの情報

【水道週間 6月1日(火t+&4日両】

安心ω笑顔広がる水道水

悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
を
1

朝
起
き
て
、
寝
る
ま
で
の
聞
に

水
道
の
蛇
口
を
何
度
ひ
ね
り
ま
す
か
っ・

水
は
大
切
な
資
源
で
す

も
う
一
度
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

水道工事は市指定の工事業岩へ

水道は、安全な水を供給するため、法律に

よって厳しく管理されています。水道の新設・

修理などの工事を行うときは、 必ず指定給水

装置工事業者へ依頼してください。

市内の指定給水装置工事事業者

一 /

〆

「
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」

な
ど

と
水
質
検
査
を
装
っ
た
り
、

「
水
道

課
の
指
導
で
・:
」
な
ど
と
、
公
的
機

関
か
ら
の
訪
問
を
装
っ
た
り
し
て
、

水
を
検
査
し
た
後
、塩
素
反
応

(
注
)

を
悪
用
し
て
水
に
色
を
つ
け
、

「こ

の
水
は
有
害
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、

浄
水
器
の
購
入
を
勧
誘
す
る
業
者
が

い
ま
す
。

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、

訪
問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業

者
に
販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
業
者
が
訪
ね
て
来
た
ら
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

注・
:
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
の

塩
素
(
健
康
に
影
響
の
な
い
量
)
が

入
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
塩
素
に

反
応
す
る
検
査
薬
を
水
道
水
に
入
れ

る
と
、
当
然
、
色
が
つ
く
な
ど
の
反

応
が
起
こ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
謀
合
@
3
7
5
3
(直
通
)

業 者 名 所在地 電 ~i5 
(有) アサノ設備 北 只 24-0783 
淳 山水道士事庖 田 口 24-2583 
備)いの水道設備 田 口 24-2216 
伊 予 屋 住 設 大 別|24-2541 
備)内田電気水道設備 徳 木升木て 25-2858 
大 塚 鉄 工 所 新 谷 25-0300 
岡福水道 工事庖 田 口 24-3656 
備)オクダ設備 幸庁 谷 25-4107 
備)神 田鉄±所 東 大洲 24-4122 
神 南 5量 備 戸巨南 田 25-4684 
備)菊地浄化槽センター 五 良B24-0013 
城 P 在司宅Z日 業 社 徳 木フ忙木 25-2944 
久 保 鉄 工 所 八多喜 26-0537 
備)佐々木鉄 土 春 賀 26-0875 
佐 藤 水 道 居 中 キオ 24-4410 
谷本建設 工 業 (槻 平 野 24-5161 
中 央 建 E宣 (t*) ヰ由 木 24-3556 
(粉 土 居鉄 土所 東大洲 24-4519 
d川笛;， 木フf木て 圭百凡又 備 徳 木対木片 25-4023 
情)南予水道住設 若 宮 23-2352 
(株) 西 田 興 産 三"面凶 木フ+木て 25-0211 
西 田 水 道 庖 八多喜 26-0265 I 
(有)星加水道設備 八多喜 26-0020 
松 浦 建 設 (槻 戸巴『 田 25-5335 
(有) 丸 信『吉Z5 工 業 若 「邑ー一、 24-5351 
(有) 原 三百又凡 備 大 別|24-3783 
(株) 「邑ー一、 フτ 建 設 新 谷 25-0242 
l村 上 工 業 (槻 若 宮 24-3141 

大 和 開 発 中 ヰオ 25-3776 

(掬四電工大洲営業所 ゴヒ 只 24-4595 
好 崎 鉄 工 米 j章 26-0720 

4 

※水道に関するお問い合わせは、水道課まで。

ふ
る
さ
と
見
聞
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

平
成
同
年
度
「
ふ
る
さ
と
見
開
講

座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、

一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
郷
土
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
く
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、

他
の
地
域
に

出
か
け
て
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見
学
し

た
り
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま

す
。今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
講

座
を
聞
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

平
成
同
年

7
月
1
平
成
口
年
1
月

講
座
開
催

講
座
は
、
毎
月

l
回

(計
7
回
)

開
催
予
定
で
す
。

募
集
締
切
日

7
月
4
日
(日
)

費

用

実
費

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館
公
@
4
1
0
7

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い



2004 6月号応韓ああず

健

康

チ

ッ

ク

で

か
ら
だ
イ
キ
イ
キ

工

国
保
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
8
割
を
助
成
し
ま
す
。

申
し
込
み
定
員
は

1
8
0
人
程
度
で
す
。
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
は
、

6

月
7
日
か
ら
お
日
ま
で
で
す
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク

受
診
費
用
の

8
割
を
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
病
気
な
ど
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
診
で
き
る
人

A
V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
。
平
成
同
年
4
月

l
日
現
在
で
、
満

お
歳
以
上
叩
歳
未
満
の
人
(
た
だ

し
、
既
に
老
人
医
療
受
給
権
者
に

な
っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
)

-
平
成
日
年
度
に
病
気
な
ど
で
入
院

治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

av国
民
健
康
保
険
税
を
完
全
に
納
付

し
て
い
る
人

受
診
者
の
負
担
額

男
性

9
、0
0
0
円

女
性

9
、5
0
0
円

定

員

1
8
0
人
程
度

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

くらしの情報

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

抽
選
結
果
は

7
月
上
旬
に
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
期
間

平
成
同
年

7
月
ロ
日
か
ら

平
成
げ
年
2
月
犯
日
ま
で

申
込
受
付
期
間

6
月

7
日
1
6
月
お
日

持
参
品

保
険
証
、
印
鑑

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所
保

険
環
境
課
か
ら
「
受
診
券
」
を
送

付
し
ま
す
。

O
受
診
す
る
日
時
は
、
医
療
機
関
と

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
国
保
係

岱

@
2
1
1
1
(内
線

1
6
5
)

抽
選
と

自由に選べます く受診できる医療機関(順不同l>
医療機関 電話番号 実施期日 婦人科検診

市立大 洲病院 24 -2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25 -0535 月~金 院タト

大洲中央病院 24 -4551 月-木~日 院タト

力日 P 病 院 24 -5101 月~金 院タト

大洲記念病院 25 -2022 月~金 院外

こんなにお得ですく受診費用の内訳〉

は受診者
国保

負担額 助成額 費用

(2割) (8割)

男性 9，000円 36，000円 45，000円

女性 9，500円 38，000円 47，500円

大
洲
市
指
定
文
化
財
が
増
・
え
ま
し
た

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

同
年
3
月
お
日
に
新
た
に
以
下
の

4

件
を
大
洲
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。

O
大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

(
血
ハ
時
世
相
)

※祝日は受診できません

「
竹
之
窪
水
論
全
七
巻
」

所

在

大

洲

市

阿

蔵

園

満

寺

所

有

国

満

寺

巻七全竹之窪水論

O
大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財(
古
文
書
)

「脇
坂
安
治
給
人
所
法
度
一
巻
」

所
在
大
洲
市
中
村

(
大
洲
市
立
博
物
館
)

所
有
大
洲
市
立
博
物
館

O
大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

「
藤
縄
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
」

所
在
大
洲
市
藤
縄
中
峰

所

有

富

岡

淳

幸

O
大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

「
田
処
の
大
ク
ワ
」

所
在
大
洲
市
田
処
川
上

所

有

亀

田

勇

「
竹
之
窪
水
論
」
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
新
谷
藩
領
の
阿
蔵
村
と
大
洲

藩
領
の
大
洲
村
と
の
聞
に
起
こ
っ
た

水
争
い
の

一
部
始
終
を
ま
と
め
た
書

物
で
す
。

7
巻
揃
っ
て
残
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
事
件
の
全
容
が
分
か

る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
政
治
状
況

を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

資
料
で
す
。

「
脇
坂
安
治
給
入
所
法
度
」
は
、

大
洲
城
主
で
あ
っ
た
脇
坂
安
治
が
家

臣
と
庄
屋
に
対
し
て
出
し
た
大
洲
支

配
に
つ
い
て
定
め
た
書
状
で
付
。
安

治
の
残
し
た
長
文
の
書
状
は
稀
で
貴

重
な
資
料
で
す
。

「
藤
縄
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
」

は
葉
の
先
に
実
が
で
き
る
特
徴
を

も
っ
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
イ

チ
ョ
ウ
の
木
で
す
。

「
田
処
の
大
ク
ワ
」
は
樹
高

7
M

と
市
内
で
も
大
型
の
ク
ワ
の
木
で

す
。
養
蚕
の
盛

ん
だ
っ
た
大
洲

市
に
お
い
て
当

時
を
偲
ば
せ
る

象
徴
的
な
木
と

言
え
ま
す
。

今
回
新
た
に

4
件
が
指
定
と

な
り
、
大
洲
市

内
の
指
定
文
化

叶リ土、

F

-
国
指
定

3
件

県

指

定

勾

件

市
指
定1
2
0
件

と
な
り
、
合
計

1
4
5件
に
な

れ
ノ
土
品
、
f
レ
れ
~
。

巻脇坂安治給人所法度

5 



2004 6月号

税制に関する情報

応援ああず

6月は、市民税 ・県民税を納めていただく月です。

本年度も昨年に引き続き地方税の一部が改正され、 市民税 ・県民税についても

次のように改正されました。

.土地・建物等の譲渡所得の課税の特例の見直し

土地・建物等の譲渡所得の課税の特例が次のように改正さ

れ、平成16年1月1日以後に行う土地・建物などの譲渡に

ついて適用されます。

項目 改正前 改正後

長期譲渡所得
特別控除後の譲渡益X6% 特別控除後の譲渡益X5%
(市民税4%・県民税2%) (市民税3.4%・県民税1.6%)

次のいずれかの多い方の税
額による。

譲渡益の9%相当額
①譲渡益の12%相当額

短期譲渡所得
(市民税9%・県民税3%)

(市民税6%・県民税3%) 

①全額総合課税をした場合
の上積税額の110%相当額

優良住宅地の
①特別控除後の譲渡主主4，000①譲渡益2，000万円以下の部

造成等のため
万円以下の部分 5% 分 4%

に土地等を譲
(市民税3.4%.県民税1.6%) (市民税2.7%・県民税1.3%)

渡した場合の
②特別控除後の譲渡益4，000②譲渡益2，000万円超の部分

長期譲渡所得
万円超の部分 6% 5% 
(市民税4%・県民税2%) (市民税3.4%・県民税1.6%)

[5つの改正ポイント1
.均等割額の引き上げ、

市民税の均等割について、人口段階別の税率区分を廃

止し、その税率が3千円 (年額)に統ーされました。

(県民税については、従来どおりの I千円で変更あり

ません。)

.均等割 ・所得割の非課税限度額の引き下げ‘

均等割については生活扶助基準額を、所得割について

は生活保護基準額を勘案して設定されていますが、こ

れらの基準額の改正を踏まえ、非課税限度額が次のと

おり引き下げられました。

項 目 改正前 改正後

均等割
28万円x(本人+被扶養者)28万円x(本人+被扶養者)

+加算額19万2千円 +加算額17万6千円

所得割
35万円x(本人+被扶養者)35万円x(本人+被扶養者)

+加算額36万円 +加算額35万円 4ゆ配偶者特別控除(上乗せ部分)の廃止

配偶者特別控除(上乗せ部分)については、平成15年度税

制改正において廃止が決定され、平成17年度分以後の市県

民税について適用されます。

問い合わせ先

税務課市民税係

4砂長期譲渡所得の100万円特別控除の廃止

長期譲渡所得(1月l日において所有期聞が5年を超

える土地・建物等)の100万円の特別控除が、平成16

年1月1日以後に行う取ヲ|から廃止されました。

6 

(内線 128)~24 - 2111 

平
成
筒
年

6
月
か
ら
国
税
電
Z
J
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
(
白
山
川
一
ぃ
配
JU
)

が
ス
タ
ー
ト

高
松
国
税
局
管
内
で
は
、
平
成
同

年

6
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
所
得
税
、
法
人
税
及

び
消
費
税
の
申
告
(
中
間
申
告
に
も

利
用
で
き
ま
す
で
す
べ
て
の
税
目

の
納
税
、
主
な
申
請
・
届
出
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
宅
や
事
務
所
か
ら
、
申
告
、
納

税
な
ど
が
で
き
る
た
い
へ
ん
便
利
な

シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

e
l
T
a
x
の
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
平
成
国
年

4
月
以
降
、
開
始

届
出
書
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
巴
-
T
a
x
の
概
要
や
利
用

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

e
l
T

a
x
ホ
l
ム
ペ

1
ジ
に
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
の

e
l
T
a
x
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
に
は
、
質
疑
応
答
形
式
に

よ
る

Q
&
A
ゃ
、
実
際
に
操
作
で
き

る

e
T
a
x
ソ
フ
ト
の
体
験
版
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
で
は
、

e

T

a

x
に
関
す
る
質
問
や
照
会
に
対
応

す
る
た
め
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

市
内
の
通
話
料
金
で
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

し
V

【

e
l
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ】

宮門司

・
¥
¥
さ
さ
さ
・
何
'
SH
b
g・問。・
句

{ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
】

8
0
5
7
0
0
1
5
9
0
1
 

利
用
時
間
は
、
平
日

(月
1
金
)
の

午
前

9
時

1
午
後

5
時
。
た
だ
し
、

祝
祭
日
な
ど
は
除
き
ま
す
。



ー
安
全
安
心
の
確
保
と
清
流
復
活
を
目
指
し
て

1

我が国すべての民営事業所が調査対象です。

5月下旬から調査員がお伺いしますので、

ご協力をお願いします。

制堅持，a
/事業所・企業統計調査

商業統計調査

サービス業基本調査

今
後
約
初
年
間
に
実
施
さ
れ
る
、
肱
川
の
具
体
的
な
治
水
対
策
・
河
川
環
境
整
備
内
容
に
つ

い
て
示
し
た
「
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
が

5
月
日
日
に
策
定
さ
れ
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

問い合わせ先

企画情報課情報統計係

ft24-2111 (内線375)

昨
年
の
叩
月
2
日
に
策
定
さ
れ
た

肱
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
と
愛
媛
県
は
共
同
し
て
河
川
整
備

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
-
月
お

日
に
そ
の
素
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
肱
川
流
域
委
員
会
委
員
や

流
域
住
民
な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々

な
手
法
で
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
素
案
に
反
映
で
き
る
意
見
を
取

り
入
れ
、

4
月
比
日
に
原
案
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
流
域
関
係

自
治
体
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
を

終
え
、
こ
の
度
、
整
備
計
画
が
策
定

-
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
肱
川
で
は
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
治
水
安
全
度
向
上
に
よ
る
安

全
安
心
の
確
保
、
清
流
の
復
活
、
地

域
の
風
土
と
調
和
の
と
れ
た
河
川
整

備
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
確
保

戦
後
最
大
規
模
の
洪
水
を
安
全
に

流
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
河

道
整
備
や
ダ
ム
建
設
を
行
い
早
期
の

治
水
安
全
度
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

清
流
の
復
活

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
必

要
な
流
量
の
確
保
を
目
標
と
し
て
、

ダ
ム
の
建
設

・
改
造
等
を
行
う
他
、

既
設
の
野
村
ダ
ム
や
鹿
野
川
ダ
ム
の

貯
水
池
の
水
質
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
豊
か
で
自
然

な
流
れ
の
回
復
が
図
ら
れ
ま
す
。

環

境
河
道
内
の
樹
木
群
や
瀬

・
淵
な
ど

は
良
好
な
動
植
物
の
生
育
の
場
、
水

と
緑
の
豊
か
な
自
然
を
形
成
し
て
お

り
、
地
域
の
風
土
と
調
和
を
図
っ
た

環
境
整
備

・
保
全
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
大
洲

河
川
国
道
事
務
所
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮門司一
ミ
さ
さ
さ
・
∞

EJ-
S
E
m
o
-
-
u¥OONZ¥

銃砲や万剣類を発見したときは、速やかに発見屈

を最寄りの警察署生活安全課へ提出し、 「万剣類発

見届出済証jの交付を受けた後、発見者(所有者)

自身が銃砲万剣類を持参し、登録手続きをしてくだ

さい。

[日時]

毎月第3水曜日(祝日の場合は翌日)

0万剣類 午後1時から午後4時まで

O銃砲 午後3時から午後4時まで

[場所]

愛媛県庁第一別館

[持参するもの]

0銃砲刀剣類発見届出済証
O当該銃砲万剣類
0身分証明書(運転免許証、健康保険証など)

O愛媛県収入証紙(申請手数料)
-登録申請l件につき 6，300円分
・登録証再交付申請l件につき 3，500円分

※愛媛県収入証紙は県庁内の銀行及び伊予銀行各支

庖で取り扱っています。

※銃砲万剣類は、発見時の状況のまま、布などで包

み、危険防止の措置を講じ、安全管理には万全な

対策をお願いします。

※登録申請手数料は、登録できない場合も返還でき

ませんのでご了承ください。

[問い合わせ先]

愛媛県教育委員会 文化財保護課

ft 089-912-2976(直通)

総輯省回程清層集省

剖逝府県・市直町村

剣類の霊録

な
ん
た
っ
て

必
鎚
は
+
A
W
叩
だ
ぜ
.

9階会議室
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2004 6月号応掻ああず

歌会始のお知らせ

来
年
一

月
に
開
か
れ
る
歌
会
始
の
お
知
ら
ぜ
で
す

短
歌
は
、
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
を

披
露
す
る

一
月
の
歌
会
始
の
儀
は
、
皇
室
と
国
民
を
親
し
く
結
ぶ
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
げ
年
歌
会
始
の
お
題

「
歩
み
」

(
注
)
お
題
は
、
「
歩
み
」
で
す
が
、

寸
歩
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば

「
歩
道
」
、
「
進
歩
」
の
よ
う
な
音
読

み
で
も
、
ま
た
、
「
歩
む
」
、
「
歩
く
」

ま
た
は
こ
れ
ら
の
活
用
形
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

2

一
詠
進
歌
の
一
詠
進
要
領

川
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人

一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

ω書
式
は
、
半
紙
(
習
字
用
の
半
紙
)

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
(
本
名
、

ふ
り
が
な
つ
き
で
生
年
月
日
及

び
職
業
(
な
る
べ
く
具
体
的
に
)

を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

(
書
式
図
参
照
)

無
職
の
場
合
は
、

書
い
て
く
だ
さ
い

「
無
職
」
と

(
以
前
に
職

業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に

は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。)

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

ω用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙

は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

凶
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
に
て
自
筆
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
次
に
よ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ア
代
筆
(
墨
書
)
に
よ
る
。

代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住

所
及
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て

詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す

る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機

器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ

支」い
。

ウ
視
覚
障
害
の
人
は
、
点
字
で

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

3

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

川
お
題
を
読
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

ω一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

間
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た

短
歌
で
あ
る
場
合

凶
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以

前
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他
の

出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発

表
し
た
場
合

同
2
の
凶
に
記
し
た
代
筆
の
理
白
書

を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と

認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

制
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ

の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

一詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
9
月
初
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

4 

9
月
初
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し

ま
す
。

5

郵
便
の
あ
て
先

「
干

1
0
0
1
8
1
1
1

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

6

疑
問
が
あ
る
場
合

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
9

月
初
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

iv 
<書式図>

(横長)

a"
が

な

氏

名

生
年
月
日

職

業

お
題

。

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

寸ー

-
(
山
折
り
)

住

所

電
話
番
号

8 

松
山
・
上
海
定
期
航
空

路
線
が
ス
タ
ー
ト

松
山
空
港
第

2
の
国
際
線
と
し

て
、
中
国
上
海
と
の
定
期
航
空
便
が

7
月
日
日
(
木
)
か
ら
就
航
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
発
展
著
し
い
中
国
上
海
は
、

中
国
へ
の
入
口
と
し
て
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
の
拠
点
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
最

近
は
、
グ
ル
メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
街
と
し
て
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
松
山
空
港
か
ら
は

2
時
間
足
ら
ず
で
、
本
県
か
ら
も
簡

単
に
行
け
る
旅
行
先
と
な
っ
て
い
ま

す
。韓
国
便
と
共
に
、
身
近
に
な
っ

た
中
国
。
世
界
で

一
番
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
街
へ
、
松
山
空
港
か
ら
定

期
便
を
利
用
し
て
行
っ
て
み
ま
せ
ん

カ
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

{
運
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
】
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都
市
計
画
法
で
定
め
て
い
る
都
市

計
画
施
設
の
公
園
で
あ
り
、
当
市
で

は
今
回
の
ふ
れ
あ
い
パ

l
ク
を
含
め

て
8
ヶ
所
の
公
園
を
都
市
計
画
決
定

し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
公
園
に
「
(
3
・
3
・

1

号
)
ふ
れ
あ
い
パ

1
ク
」
を
追
加
し

ま
し
た
。

本
区
域
は
、
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
隣
接
し
、
大
洲
市
の
新
し

い
東
の
玄
関
口
と
し
て
急
速
に
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
公
園
緑
地
が

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ

こ
で
、
周
辺
地
域
と
調
和
し
た
都
市

環
境
の
美
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
お
よ
び
拠
点
地
区
を
利
用
す
る
人

の
日
常
的
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
可
能
と
す
る
た

め
、
洪
水
時
の
貯
留
施
設
と
併
せ
、

新
た
に
公
園
と
し
て
都
市
計
画
決
定

1
レ
土
品
1
レ
れ
~
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

8
@

2
1
1
1
(
内
線
2
4
6
)

大
洲
税
務
署
で
は
、
平
成
口
年
分

か
ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
る
人
の
た
め
に
、
「
消
費
税
説

明
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。都
合
の
良
い
日
の
午
前
、
午
後
の

い
ず
れ
か
の
説
明
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

開催 日 開催場所 時 問

6月 7日(月)

6月 8日(火)
大洲市大洲694-1 午前の部午前10時~

6月 9日(水)

6月16日(水)
大洲商工会館 3階大ホール 午後の部午後2時~

6月17日(木)

6月18日(金)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
税
務
署
個
人
課
税
部
門

倉

@
3
1
1
5

愛
媛
県
で
は
、
地
域
材
を
使
用
し

た
健
康
で
快
適
な
木
造
住
宅
の
建
設

を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
す
。

皆
さ
ん
も
住
宅
を
建
設
さ
れ
る
と

き
に
は
、
ぜ
ひ
「
愛
媛
県
優
良
木
造

住
宅
利
子
補
給
制
度
」
を
活
用
し
て
、

安
全
で
安
心
な
地
域
材
を
利
用
し
た

木
造
住
宅
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
概
要
}

県
内
で
自
ら
居
住
す
る
木
造
住
宅

を
金
融
機
関
の
融
資
に
よ
り
新
築
ま

た
は
購
入
す
る
人
で
、
主
要
部
材
に

叩
%
以
上
の
地
域
材
を
使
用
し
た
場

合
に
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

{
対
象
住
宅
】

・
地
域
材
使
用
住
宅

・
在
来
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法
の

木
造
住
宅

・
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
施
行
業

者
が
建
築
す
る
木
造
住
宅

【
利
子
補
給
対
象
額
】

利
子
補
給
対
象
額
の
限
度
内
で
借

り
入
れ
た
住
宅
融
資
額
の
残
元
金
の

年
1
%
と
地
域
木
造
住
宅
特
別
加
算

額
の
残
元
金
に
2
%
の
割
合
で
算
出

し
た
額
の
合
計
額

【
利
子
補
給
期
間
】

最
長

5
年
間

{
問
い
合
わ
せ
先
】

・
県
内
に
本
庖
を
有
す
る
指
定
金
融

機
関
及
び
四
国
労
働
金
庫
愛
媛
支

庖
(
申
込
先
)

・
愛
媛
県
土
木
部
建
築
住
宅
課

8
0

8

9

9

4
1
1

2
7
7

9
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市健所の

12階監理課、建築住宅課
主な変更点 13階 総務課、財政課

¥ 5階 市民体育課、生涯学習課
課の新設および庁舎内の移動をしましたので、ご参照くださし ¥0

農林課
土地改良区

庫

市
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
や
係
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
手
続
き
し
た
ら
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い

と
き
は
、

1
階
総
合
案
内
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

10 

電子計算室

連
絡
廊
下

電算作業室

農業委員会

教育委員会

l総務課、学校教育課 1 
1生涯学習課 (人権同和教育室)I 
l市民体育課 l 

繍部長室

-盟E・

防災行政無線室..$*・

車

‘入口

大ホール

庫

控室2

控室1

ステージ

書課務*i:l 

一一一一「路

消防署|



電話べんD帳
市役所・連絡所・公民館

大洲市役所 24-2111 大洲690-1

中央公民館 24・3161 大洲1甲-5

久米公民館 23・3527 阿蔵甲466・2

肱北公民館 24-6302 中村618-1

平公民館 25-1131 徳森2280-2

平野連絡所 (公民館) 24-2431 平野町平地25-3

南久米連絡所(公民館)24-2208 北宍58

菅団連絡所(公民館) 25・2901 菅田町菅田甲740

大川連絡所 (公民館) 27・0200 森山甲437-1

柳沢連絡所 (公民館) 25-2400 柳i尺甲738

新谷連絡所 (公民館) 25-0024 新谷乙1507-3

三善連絡所 (公民館) 26-0120 春賀甲950

八多喜連絡所 (公民館)26-0145 八多喜町甲63-2

上須戒連絡所 (公民館) 26-0146 上須戒甲1277-1

暮らし関係

肱南浄化セン-7 23-3090 阿蔵申1567

大洲・喜多衛生事務組
26・0200 米j章1-2

合清流園

大洲市 ・長浜町環境セ
26-1615 八多喜町乙1263ンター

大洲市斎場「肱陵苑J 59-1581 西大洲甲2085-1

不燃物埋立地 24-7053 長谷30

基幹集落センタ 27-0522 蔵川甲2236・2

農村活性化センヲ 25-1266 回処甲213

大洲市管工事協同組合 23-3398 大洲891-1

四国電力大洲営業所
0120・

若宮535-2
410795 

汲取り受付センタ 25-1010 

駅

J R伊予大洲駅

宇和島パス大洲営業所

伊予鉄南予パス
大洲営業所

福祉関係施設

総合福祉セン空ー 23-0294 東大洲270-1

老人福祉センタ 23-0312 ~ 

ミーシルバ 人材セン
23-0312 ~ 

争

デイサ ビスセン安一 23-0313 4シ

社会福祉協議会 23-0313 ~ 

愛育ホーム 23-2347 ~ 

保健センター 23-0310 ~ 

大洲学園 25-2025 市木1005-1

清和国 25-5336 市木1218

幸楽園 24-3075 西大洲甲911

大洲育成園 25・5251 市木1215

特別養護寮老人ホーム 23-0210 大洲810-1
とみす

大洲隣保館 24-6100 東大洲53-1

大洲福祉会館 25-0947 新谷乙688-1

大洲市地域子育て支援 23・2300 大洲810-1
センター

11 

観光施設・駐車場

大洲市観光協会 24-2664 大洲649・1

大「洲まちの駅」 24-7060 イク
あさもや

おおず赤煉瓦館 24-1281 大洲60

臥龍山荘 24-3759 大洲411-2

大洲家族プ旅場行村オ 卜
23-2384 菅田町大竹乙938-1キャン ・コテージ

フラワパクおおず 59-1150 西大洲甲1766-7

肱北駐車場 24・2506 中村262-1

スポーツ関係

総合体育館 24-6255 若宮625-4

徳森公園 25-1131 も聖森2280・2

八公幡園浜 ・大洲地区運動 23・5524 平野町野田乙1651

運動公園プール 24-4704 4シ

文化・教育施設

図書館 24-4419 大洲678-1

博物館 24-4107 中村618-1

市民会館 24-4105 大洲891-1

毛利記念館 24-2851 中村435

社会教育セン合一 24-6302 中村618-1

視聴覚センター 24-3161 大洲1甲-5

文化研修セン女 59-1256 若宮351-2

徳森児童センヲ 25-4735 徳森1809・1

大洲児童館 24・2285 大洲830-1

喜多児童館 24-2722 若宮625-4

大洲少年自然の家 26-0831 上須戒丙576

学校給食センヲ 25-5224 市木797

国の機関・その他

国土父通省
24-5185 北只1503-1

大洲河川国道事務所

国土交通告、肱川出張所 25-4649 新谷甲980-1

国土父道通省出、 24-3253 北只164
大洲国 張所

日本道路公団大洲事務所 24-1191 東大洲180-1

愛中媛国農四政国事農務政所地局域第一課 24-4195 東大洲250・1

大中洲国統四計国農・情政報局センヲー 24-3023 田口甲2022-7

大洲簡易裁判所 24-2038 大洲845

松大山洲地区方検検察察庁庁大洲支部 24-2415 大洲845-3

松山地方法務局大洲支局 24-4155 田口甲2022-18

大洲税務署 24-3115 大洲689

大洲公共職業安定所 24・3191 中村210-6

自衛隊大洲募集事務所 24-4123 大洲690-1

国立大洲青年の家 24-5175 北只1086

県の機関

大洲土地改良課 24・4118 田口甲425-1

大洲普及室 24-4125 ~ 

大洲土木事務所 24-5121 ~ 

大洲林業課 24-4131 ~ 

大洲保健所 24-3165 イク

消

消防本部

火災・災害の
問い合わせ

防

に
知
時
を

リ門

白
山
子

。

災

様

す

一

行

・

や

ま

一

洲

災

所

せ

一

大

火

場

ら

一

9

一

O

4
1

一

ハU

4E

n
u
 

n
u

『

Jι

A
崎

一

AUマ

?」

↑
n
J
L

救 急当番病院

大(月洲・病火院) 24-2151 西大洲甲570

(水)
加戸病院

24-5101 若宮548

大(木洲)記念病院 25-2022 徳森1512

(金~日)
¥zs洲中央病院

24-4551 東大洲5

ノ

室E霊主E 察 関 係

大洲警察署 25-1111 東大洲1686-1

中央交番 24・3498 大洲636-1

平野駐在所 25-2411 西大洲甲5・14

菅田駐在所 25-4000 菅田町菅回甲1972

森山駐在所 27-0300 森山甲1104-5

柳沢駐在所 25-2811 柳i尺甲751-1

新奇駐在所 25-0710 新谷乙1403-5

八多喜駐在所 26-0101 八多喜町甲64-2

ヤングテレホン 25-4976 いじめ ・非行の相談

郵便局

大洲郵便局 24-3830 大洲728-1

若宮郵便局 24-4983 田口甲7-3

徳森簡易郵便局 25-3110 徳森2535-5

平野郵便局 24-4982 平野町野田142・1

北只郵便局 24-4984 北只73-5

菅田郵便局 25-5301 菅田町菅田甲730

大川郵便局 27-0001 森山甲699・7

成能簡易郵便局 27・0431 成能甲895

柳沢郵便局 25-0344 柳沢甲742-3

田処簡易郵便局 25-3657 回処甲704

新谷郵便局 25-0125 新谷町94・3

三善簡易郵便局 26-0214 春賀甲950

八多喜郵便局 26-0001 八多喜甲39

上須戒郵便局 26-0300 上須戒甲1290-8



出
場
者
募
集

開
催
日
7
月
お
日
(
日
)

開
催
場
所

肱
川
・

肱
川
緑
地
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目

。
小
学
生
部
門

3
1
6
年
生
各
男
子

・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・学
年
混
合
可
)

・
中
学
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

・
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

競
技
内
容
A-小学
生
部
門

ス
イ
ム
l
o
o
m
↓
バ
イ
ク
6
M

↓
ラ
ン
2
M

A
V
中
学
生
・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
↓
バ
イ
ク
叩
同

↓
ラ
ン
4
M

{
疋
ロ
貝1
5
0
人
(
各
部
門
の
合
計
)

参
加
費
ー
、
0
0
0
円

(
駅
伝
は
l
チ
1
ム
3
、
0
0
0
円
)

申
込
受
付
期
間

6
月
1
日
か
ら

7
月
9
日
ま
で

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委
員

会

大

洲

6

9

0

1

合

@

2
1
1
1

(
内
線
5
3
2
)

12 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
世
界
中

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
網
の
目
の
よ

う
に
つ
な
が
り
、
家
庭
に
い
な
が
ら
、

手
軽
に
、

一
瞬
に
し
て
世
界
中
の
情

報
を
受
信
し
た
り
、
発
信
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
情
報
通
信
メ
デ
ィ

ア

(媒
体
)
で
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

整
備
に
と
も
な
い
、
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
率
は
公
立
の
小
中
学
校
で
は

1

0

0
%
、
家
庭
で
は
約
印
%
で
、

米
国
を
上
回
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

総
務
省
の
調
査
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
者
数
が
、
平
成
9
年

に
は
約
9
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
凶
年
に
は
約
日
%
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
実
に
、
国
民
の
2
人

に
1
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
お
り
、
便
利
で
身
近
な
情
報

通
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
急
速
に
広

ま
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
だ
れ
も

が
情
報
を
公
開
で
き
る
ホ

l
ム
ペ
ー

ジ
や
意
見
を
自
由
に
書
き
込
む
こ
と

が
で
き
る
電
子
掲
示
板
と
呼
ば
れ
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
自

分
の
名
前
を
公
表
せ
ず
に
発
信
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
個
人
情
報
を
も
ら

し
た
り
、
差
別
的
な
発
言

・
書
き
込

み
、
個
人
へ
の
悪
口
や
中
傷
、
さ
ら

に
は
犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
被
害

は
私
た
ち
が
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
形
の
も
の
で
あ
り
、
深
刻

な
人
権
問
題
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

を
考
え
る

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
と
き
の
情
報
が
個
人
デ

l
タ
と

し
て
蓄
積
さ
れ
、
勝
手
に
利
用
さ
れ

た
と
し
て
も
、
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い

よ
う
で
す
。

現
在
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
責
任
法
の
施

行
、
人
権
侵
犯
事
件
調
査
処
理
規
程

の
全
面
改
定
に
よ
り
、
被
害
者
が
悪

意
(
差
別
)
情
報
の
削
除
を
申
し
立

て
た
り
、
発
信
者
の
情
報
開
示
(
だ

れ
が
書
い
た
の
か
)
や
事
件
の
処
理

結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
害
に
対
す
る
対
応
は

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
者
と
利
用
し
な
い
・
で
き
な

い
者
と
の
間
で
、
情
報
に
つ
い
て
の

格
差
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
も
問
題
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た

め
に
も
、
私
た
ち
の
人
権
感
覚
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。



2004 6月号巴環ああず

児
童
手
当
の
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
ヘ
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
6
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

6
月
末
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ

，‘目、

。

l-，、
'lvこ
の
現
況
届
は
、
児
童
手
当
法
上
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

全
員
に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
状

況
や

6
月
1
日
現
在
で
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

児
童
手
当
手
続
き
Q
&
A

くらしの情報

問
届
出
書
に
記
入
す
る
内
容
は
去

年
と
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
届
け

出
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?

答

届
け
出
は
毎
年
必
要
で
す
!

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ

っ

て
も
、

期
限
内
に
現
況
屈
を
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降

の
手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
必
ず
期
限
内
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
現
況
届
の
書
類
は
ど
う
し
た
ら

も
ら
え
る
の
?

答

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

6
月

中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な

い
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
現
況
届
に
添
付
す
る
書
類
は
あ

る

の

?

答

厚
生
年
金
加
入
者
は
、
同
封
の

年
金
加
入
証
明
書
が
必
要
で
す
。

勤
務
先
で
証
明
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
同
年
1
月

1
日
現
在
、
大
洲
市
に
住
所
が
な

か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
(
平
成
時
年
度
用
)

が
必
要
で
す
。
住
民
票
が
あ
っ
た

市
町
村
役
場
か
ら
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

郵
送
で
も
取
り
寄
せ
可
能
で
す

の
で
、
当
時
、
住
所
が
あ
っ
た
市

町
村
役
場
の
税
務
担
当
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

児
童
手
当
制
度
に
は
、
所
得
の

制
限
限
度
額
が
あ
り
、
所
得
が

二
疋

額
以
上
の
人
は
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

。

公

務
員
は
、

て
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
に
申
請
し

提
出
社・
会 間
宮 福 い
@ 祉 合
2 d果 わ
l せ
-;:;;:; 1庶 先
日 l 政

子高
8 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................................................... 
-. . . . 旧日本赤十字社救護・旧陸海空軍従軍

看護婦の皆さんへ
難聴医療・補聴器

1日無料相談会
内閣総理大臣からの書状を贈呈します

請求期限は平成 17年3月末まで
6月6日は
「補聴器の日」ですよ

先の大戦で戦地などに派遣され戦時衛生勤務に服さ

れた「旧 日本赤十字社救護看護婦」、「旧陸海空軍従

軍看護婦Jの皆さん(慰労給付金受給者を除く )に対
して、そのご労苦に報いるため内閣総理大臣の書状を

贈呈しています。

午前 10時~午後3時

市総合福祉センター (東大洲)

fi' 23-0294 FAX23-0295 

聴力測定、使用補聴器の点検調査、耳の医療相談

福祉制度の相談

(日)6月6日時

所

相談内容

日

場

fi' 24-2111 (内線181)

請求用紙の請求先

社会福祉課庶務係

田口亜紀医師 (愛媛大学医学部耳鼻咽喉科)医療相談

要約筆記ボランテイアのみなさんが筆談などでサポー

トしますので、お気軽にお越しください。

その他

ご本人 ・ご家族などかうのご連絡をお待ちしています。

総務省大臣官房管理室 怨 03-5253-5182FAX089-927 -1133 fi' 089-927-1135 

主催・問い合わせ先

NPO愛媛難聴者協会

13 



2004 6月号

くらしの情報

応穣ああず

平
成
時
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
、

次
の
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

大
川
地
区
広
場
等
整
備

大
川
地
区
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
の
推
進
及
び
住
民
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
住
民
憩
い
の
場
を
整
備

し
ま
し
た
。

{
整
備
さ
れ
た
施
設
】

休
憩
施
設
整
備

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
整
地

M
2m
 

6
0
0
2m
 

宝くじは
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に役立てうれています。〉

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は
?

蔵川地区ゲートボ ル場 ・休憩施設

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、

社
会
福
祉
、
社
会
教
育
、
体
育
、

環
境
保
護
そ
の
他
公
益
の
増
進

な
ど
に
寄
与
す
る
事
業
で
、
各

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
(
公
民
館
)
を
通
じ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
助
成
事
業
の
財
源
に
は
、

全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

開かれた市政のために~情報公開制度について~

~ゐ~M賓 E~彊前監百組嗣'~Jll~11湖沼謹畑細書租J.~事官軍掴厩志田・

市政は、市民の皆さんの信託のもと常に市民に開かれた
ものとして運営されなければなりません。
大洲市情報公開条例(平成 12年4月l日施行)は、「市
民の市政に対する理解と信頼を深め、市民参加による公正
で民主的な開かれた市政を推進する」ために制定されたも
のです。

みなさんから寄せられた
意見 ・提言など

[内訳]
回答したもの 12件
回答を要しなかったもの 13件
※匿名などのため回答できなかったものを含みます。

25件

平成 15年度情報公開制度の運用状況

川
町
一
昨
一
時
時
一
昨
一
件

公文書公開請求
l 公開決定

うち全部公開
部分公開

非公開決定

不服申し立て

※請求件数よりも公開決定の件数が少なくなっているの
は、平成 15年度に公開請求が行われ、平成 16年度に
公開決定が行われたものがあるためです。

お寄せいただいた内容

.知法寺河原トイレの修繕について (58歳男性-平野)

.国際交流事業の開催について (46歳女性・肱北)
・春賀の信号の点滅化 (40歳男性・八多喜)
.公共料金自動振替について(匿名)
・大きなイベントの開催要望について(匿名)
.死亡時の手続きについて (40歳男性・八多喜)
・市役所職員の電話の応対について (61歳男性 ・久米)
.肱南浄化センター内の公園設置について (9歳女児)など

.公開請求の対象となる文書
実施機関の職員が職務上作成・取得した文書、図面、
写真(磁気テープなどから出力 ・採録されたものやマイ
クロフィルムを含む。)であって、決裁・供覧などの手続
きが終了し、その実施機闘が管理しているものです。
[ただし平成12年4月l日以降に作成・取得した公文書]
※実施機関とは、 「市長(水道事業管理者の職務を行う市長
を含む。)、議会、教育委員会、選挙管理委員会、公平委
員会、監査委員会、農業委員会、固定資産評価審査委員会」
のことです。
.公開を請求できる人
①大洲市内に住所を有する人
②大洲市内に事務所または事業所を有している個人・法
人その他の団体
③大洲市内の事務所または事業所に勤務する人
④大洲市内の学校に在学する人
⑤実施機関が行う事務・事業に利害関係を有する個人 ・
法人その他の団体

.公開にかかる費用
O閲覧は無料です。
0写し(コピー)の作成や郵便に要する費用は請求者の負
担になります。
白黒コピー l枚
問い合わせ先
総務課文書係

皆さんから寄せられた意見・提言は、市政の参考資料として活
用させていただきます。
また、連絡先-氏名などのあるものについては、文書や電話で
お答えしています。
問い合わせ先 総務課広報広聴係 fi24-2111 

(内線32 2) 
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80円l枚

(内線32 2) 

ピコ-フ
市
μ

fi24-2111 

10円
....市民ポストは市役所 1階総合案内友び各公民館にあります。

みなさんの声をお寄せくださし、。
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4町

弱齢喝
h

阿
動
費
⑮
動
明
帳
、
脂
川
町
也J
密
高
見
習
町
・
4

郷
土
の
川
、
肱
川
に
清
流
を
と
り
も
ど
そ
う
l

川
で
遊
び
、
川
と
親
し
も
う
!

6
月
5
日
は
、
環
債
の
日
で
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て
、
カ
ヌ
ー
や

ボ
1
ト
で
川
を
下
り
な
が
ら
清
掃
活

動
を
行
い
ま
す
。

地
域
住
民
と
行
政
機
関
が
力
を
合

わ
せ
、
肱
川
の
環
境
保
全
に
向
け
た

事
業
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日

時

参宿
加
費泊

6
月
5
日
(
土
)
、

6
日
(
日
)

(l
泊
2
日
)

国
立
大
洲
青
年
の
家

2
、5
0
0
円

* 
* 
* 
* 
* 
* 4町
* 

パートナーからの暴力で悩んでいませんか?
夫や恋人など、親しいパートナー

からの暴力をドメステ ィッ クバイ

オレンス (DV) と言います。
DVは、女性に対する重大な人
権侵害であり、犯罪にもなる許さ

れない行為です。
DVに悩んでいるあなた、ひと
りで苦しまないで、身近な人でD
Vの被害にあっている人、その女
性に「あなたは悪くない」と声を
かけてあげてください。

4町

女

* 
* 
* 
* 
4町

4町

* 
4町

(※

6
日
の
み
の
参
加
は
午
前

8
時

叩
分
・
国
立
大
洲
青
年
の
家
集
合
)

対

象
高
校
生
以
上

主

催

大
洲
市
、
肱
川
流
域
清

流
保
全
推
進
協
議
会
、
大
洲
市
カ

ヌ
l
協
会
、
国
土
交
通
省
大
洲
河

川
国
道
事
務
所
、
国
立
大
洲
青
年

の
家

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家
事
業
課

告

@
5
1
7
5

v
己
-
3
G〕
B
Z⑤
∞
凹
5
0口
開
。
山
田
)

メ

jレ

* 
* 
* 
?食

* 
* 

「男性が殴るのは女性にそれなりの原因があるからでは?J 
というのは、間違いです。

「妻は夫のいう ことをきくべき」といった誤った意識を前提

にしておりJ少々の暴力は許される」という認識の人もいます。
しかし、暴力は絶対に許されるものでなく、女性の人権は、家

庭においても尊重されるべきものです。

ひとりで考え込まないで、まず相談を !

世町

* 
4町

4町

* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 

DV相談窓口
愛媛県婦人相談所
愛媛県女性総合センター

愛媛県警本部総合相談電話

大洲市企画情報課男女共同参画係
fi24-2111(内線371)

fi 089 -941 -3490 
fi 089 -926 -1644 
fi 0120 -31 -9110 

4町

* 
4町

* 
* 
* 

* * 

腰
掛
咽
先
量
位
尊
厳

ω

伝
え
ら
れ
る
話
⑥
(
口
碑
伝
説
)
(

く
ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん

熊
沢
蕃
山
の
入
門

前
話
に
「
馬
方
又
左
衛
門
の
話
」

ぞ
う
わ

に
は
、
後
に
続
く
次
の
よ
う
な
挿
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

馬
方
又
左
衛
門
の
お
か
げ
で
九
死

に

一
生
を
得
、
無
事
に
役
目
を
果
た

ひ

き
や
く

し
た
加
賀
の
飛
脚
は
、
京
都
の
い
つ

も
の
宿
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

同
宿
の
人
た
ち
に
、

「
こ
の
た
び
は
、
危
う
く
命
を
落
と

す
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
お
か
げ
で

生
き
延
び
て
み
な
さ
ん
に
お
会
い
が

で
き
た
。
」
と
、
又
左
衛
門
と
の
い

き
さ
つ
を
感
動
を
も

っ
て
語
り
ま
し

た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、

同
じ
宿

に
泊
ま
り
合
わ
せ
て
い
た
熊
沢
蕃
山

は
、
と
な
り
の
部
屋
で
こ
の
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

「
そ
の
与
右
衛
門
と
い
う
人
こ
そ
、

自
分
の
求
め
て
い
る
本
当
の
学
者
に

ち
が
い
な
い
。
」

そ
う
思
っ
た
蕃
山
は、

翌
日
す
ぐ
に

小
川
村
へ
藤
樹
を
訪
ね
、
入
門
を
し

た
い
と
頼
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
藤
樹
は
、

「
自
分
に
は
人
に
教
え
る
ほ
ど
の
学

徳
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
言

っ
て
固
く
断
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
蕃
山
は
あ
き
ら
め
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
門
前
に
座
り
こ
み
ま

し
た
。
蕃
山
が
座
り
こ
ん
だ
ま
ま
二

* * * * ヲt* * * * * * 4町* * * * * 官t* * 

昼
夜
を
過
ご
し
た
と
き
、

は
気
の
毒
に
思
い
、

「
せ
め
て
家
に
入
れ
て
、
話
を
聞
く

よ
、
つ
に
。
」

と
勧
め
ま
し
た
。
母
の
こ
と
ば
と
蕃

山
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
た
藤
樹
は
、

面
会
は
し
ま
し
た
が
、
入
門
は
許
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
一

度
は
帰
り
ま
し

た
が
、
会

っ
た
こ
と
で
藤
樹
を
ま
す

ま
す
尊
敬
す
る
気
持
ち
が
強
く
な
っ

た
春
山
は
、
そ
の
年
の
冬
再
び
、
小

川
村
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ

い
に
入
門
を
許
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。当
時
の
蕃
山
は
、
二
十
歳
過
ぎ
の

血
気
盛
ん
な
若
者
で
し
た
。
岡
山
藩

に
仕
え
て
、
身
体
を
鍛
え
懸
命
に
武

技
を
鍛
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
の
中
が
落
ち
着
い

て
く
る
に
つ
れ
て
、
武
士
に
は
武
技

だ
け
で
な
く
、
学
聞
が
大
切
だ
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
蕃

山
は
、
岡
山
藩
を
辞
任
し
て
学
問
の

師
を
求
め
て
京
都
に
出
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
よ
い
師
に

め
ぐ
り
あ
え
ず
、
う
つ
う
つ
と
し
て

い
た
と
き
に
藤
樹
の
う
わ
さ
を
聞
い

た
の
で
す
。

そ
の
後
蕃
山
は
、
藤
樹
に
真
の
学

聞
を
学
び
、
再
び
岡
山
藩
に
仕
え
て

藩
政
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

藤
樹
の
母

15 
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大洲城天守閣復元

平成16年 5月 1日ま でに

皆さんからお寄せいただい

た復元のための募金額は、

492，763，174円です。

かわら版

大洲市では、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年となる今年9月の一
般公開を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。この事業は、大洲城
本丸j1JJ)iに天守閣と現存する台所櫓、高欄櫓とを結ぶ多聞櫓を復元するもので、歴史
を後世に正しく伝えるため、豊富な資料をもとに史実に忠実な復元を行っています。
[大洲城天守閣復元事業の問い合わせ先]

商工観光課まちづくり対策第 1係

大
洲
城
の
匠
た
ち

41左

宮

i

fi24・2111

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
工
事
は
、
今
年
九
月
の
一
般
公
開
に
向
け
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
前
号
に
続
き
、

工
事
に
携
わ
る
職
人

た
ち
を
吋
ル
寸
応
叫
|
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
左
官
工
事
を

担

っ
た
城
ノ
戸
健
士
山
さ
ん
で
す
。

司
凶
子
や
大
洲
な
ど
南
予
に
は
白
壁

問
幽
の
古
い
町
並
み
が
残
り
、
左
官

の
技
術
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

城
ノ
戸
さ
ん
は
、
城
郭
の
左
官
工
事

は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
工
事
と
異
な
っ
て
い
た
の

は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

城
ノ
戸

特
に
壁
の
厚
み
が
異
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
壁
の
下
地
と
な
る

木
舞
竹
。
普
通
は
割
り
竹
と
言
っ
て

直
径
三
セ
ン
チ
程
度
の
竹
を
半
分
に

-
】
三

q

，
mレ

割
っ
て
格
子
状
に
編
む
の
で
す
が
、

大
洲
城
の
場
合
、
割
り
竹
で
な
く
丸

竹
を
そ
の
ま
ま
格
子
状
に
組
ん
で
い

き
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
木
舞

を
二
重
に
し
て
そ
の
聞
に
瓦
礁
を
詰

め
て
壁
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。
敵
か
ら
の
攻
撃

に
備
え
た
城
郭
の
壁
は
他
の
建
物
の

壁
と
は
全
く
構
造
が
異
な
り
ま
す
。

司

U
時
に
、
外
観
上
の
美
し
さ
も
問

E
Uわ
れ
ま
す
ね
。

城
ノ
戸

城
郭
は
、
頑
丈
な
だ
け
で

な
く
美
し
さ
が
求
め
ら
れ
る
特
殊
な

建
物
で
す
。
城
郭
特
有
の
美
し
さ
を

表
現
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
や
く
ら

全
く
未
知
の
世
界
で
す
。
既
存
の
櫓

だ
け
で
な
く
他
の
城
郭
へ
も
随
分
と

足
を
運
び
ま
し
た
。
外
観
の
美
し
さ

を
表
現
す
る
に
は
、
最
終
仕
上
げ
の

漆
喰
塗
り
だ
け
が
上
手
く
出
来
れ
ば

良
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
実
際
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
上
げ
を

きのとけんじ

左官:城ノ戸健志さん (31)大洲市出身。

総勢 10名近い左官を束ねる言わば左官

の棟梁的な存在。

E〆一天守三層に載る唐破風は最も苦労した部

分。唐破風の曲線を造り出すために型板

を作成した。

決
め
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
い
く
つ

あ
ら
か
べ

も
の
工
程
が
重
要
な
の
で
す
。
荒
壁

打
ち
か
ら
始
ま
り
、
最
終
の
漆
喰
仕

上
げ
ま
で
の
工
程
は
八

1
九
工
程
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
ミ
ス

が
あ
れ
ば
、
最
後
に
狂
い
が
出
て
し

ま
う
の
で
す
。
全
て
の
工
程
に
神
経

を
注
ぎ
、
集
中
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

圃
園

の
工
事
で
、
特
に
苦
労
し
た
部

E
匝
分
は
ど
の
部
分
で
す
か
?

城
ノ
戸

大
洲
城
に
は
破
風
と
呼
ば

大洲城の唐破風専用のコテ
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屋根を支えるための垂木。緩やかな反りを保

ち整然と並ぶ垂木を漆喰で美しく表現する。

左官技術の見せどころ。

れ
る
飾
り
屋
根
が
豊
富
に
取
り
付
け

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
三

層
の
屋
根
に
付
い
た
唐
破
風
は
曲
線

の
美
し
さ
を
表
現
し
た
装
飾
的
で
優

ー
レ
つ
ノ
¥
い

美
な
屋
根
で
す
。
唐
破
風
の
漆
喰
仕

上
げ
は
瓦
屋
根
と
同
じ
よ
う
に
曲
線

を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
確
に
こ
の
曲
線
を
描
く
の
が
最
も

苦
労
し
た
部
分
で
し
た
。
原
寸
の
型

板
や
専
用
の
コ
テ
を
作
り
、
丸
み
を

作
り
出
し
ま
し
た
。

た
る
き

ま
た
、
屋
根
を
支
え
る
垂
木
は
程

よ
い
反
り
を
保
ち
な
が
ら
整
然
と
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
垂
木
の
並
び
を

美
し
く
自
然
に
見
せ
る
の
は
至
難
の

技
で
す
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
苦
労

し
た
分
、
最
高
の
仕
上
が
り
と
な
り

す

や

ね

ま
し
た
。
六
月
中
旬
に
は
素
屋
根
が

い
よ
い
よ
取
り
外
さ
れ
ま
す
。
一
般

公
開
は
九
月
か
ら
で
す
が
、
遠
景
か

ら
で
も
大
洲
城
の
美
し
さ
を
堪
能
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
平
成
十
六

年
四
月
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
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4/20 自分にもできるボランティア

大洲南中学校の生徒会が中心となり、とみす寮ヘ車イスを贈呈
しました。総合学習の時間での校外での募金活動をはじめとする、
プjレタブ空き缶ロ収での収益金で購入しました。背もたれなどの
調節ができるモジュ ル機能型車イスということもあり、利用者
の口元からも笑みがこぼれていました。

4/23 さわやか!フレッシュマン

今春から市内の企業に就職した新社会人を祝って第40回新就

職者激励大会が総合福祉センターで関かれました。市内16事業

所から62人が参加しました。新就職者代表の田口実さん (丸三

産業株式会社)と石森香織さん (株式会社アイテック)がお礼の

言葉を述べました。

4/11 1自転車のマナーアップ

大洲市喜多郡の高校生30人が大洲駅、グランフジ周辺で通行
者への違法駐輪自転車を整理したほか、自転車の安全利用と青少
年の健全育成のチラシを片手に呼びかけていました。高校生のハ
ツラツとした笑顔に行き受う人も足を止め、熱心に耳を傾けてい
ました。

4パ4 開幕まで後わずか

6月 1日から始まるう飼いシーズンを前に 「うかい県外訪問宣
伝隊Jの出発式がありました。2JJ}に分かれて、四国3県の主要
都市での街頭宣伝を行いました。今年は、えひめ町並博の開催期
間中でもあるため、観光客の増加も見込まれています。

4パ8 平野の新名物手打ちうどん

日浦つつじ公園で恒例のお茶堂つつじまつりがありました。つつ
じもさることながら、今回は炭焼きグループ「煙友会 (えんゅうか
い)Jの本格手打ちうどんが注目を集めていました。うどん 1杯を
100円で販売。麹はシコシコ、ツヤツヤと好評を得ていました。準
備した約200食が綴<聞に完売となりました。
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保健センタ-ft23-0310

じきじき，
lAfe ~ 

あなたの健康を
サポートします

6
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
稔
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
6月
8
日
(
火
)
平
成
日
年
1
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
6月
日
日
(
火
)
平
成
同
年
日
月
生
ま
れ

0
6月
2
日
(
火
)
平
成
均
年
5
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時

1
1
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
6月
9
日
(
水
)
平
成
時
年
8
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前

9
時

1
9時
刻
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

バ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】

予
約
制

0
6月
日
日
(
木
)

相
談

時

間

午

前

川

時
1
正
午

-=lffajf凶=也~tiJ~

6月6日(日) 西原耳鼻咽喉科 (東大洲)

ft 23 -3366 

6月13日(日) かわ ~;fた産婦人科 (東大洲)

ft 23 -1103 

米 川医 院 (長浜)

包 52-0165 

午
後
l
時

1
3時

持
参
品

健
康
手
帳

一

5
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

一
生
活
習
慣
病
予
防
検
診

・
が
ん
検
診

食
生
活
習
慣
病
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

O
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月

1
日
(
火
)
、

2

日
(
水
)
、

3
日
(
木
)
、

4
日
(
金
)

O
市
民
会
館

6
月
日
日
(
水
)
、
げ
日

(
木
)
、
同
日
(
金
)

O
大
川
連
絡
所

6
月
幻
日
(
月
)

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

6
月
幻
日
(
火
)

O
三
善
連
絡
所

6
月
お
日
(
金
)

※
C
型
・

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金

8
0
0
円

(
河
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

7'

ハH
U

に
υ

・
ハ
川U
p

h

J

ハH
V

F

h

υ

ハH
V

M

J

A

U

1

4

住

民

υ

F

h

u

R

U

P

U

ヴ
t

歳
の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
刊
歳
以
上
の
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
同

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

貴
婦
人
が
ん
検
診

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

6
月
4
日
(
金
)

O
大
川
連
絡
所

6
月
比
日
(
月
)

O
南
久
米
連
絡
所

6
月
幻
日
(
月
)

※
今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
の
対
象
者
を
変
更
し
ま
し
た
。

ア
子
宮
が
ん
検
診
は
、
初
歳
以
上

イ

乳

が

ん

検

診

の

マ

ン

モ

グ

ラ

フ
イ
|
は
、

ω歳
以
上

(
乳
が
ん
検
診
の
視
触
診
に
つ
い
て
は
、
従

6月20日(日)中村皮7科?IJニ'iヲ(新谷)
ft 25 -1112 

E藩署fM.~蓮司g

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 -夜間の急患

など、ご中目i主は、その日の当番
病院まで。

6月27日(日)みやうち医院 (徳森)
ft 25 -2333 

来
ど
お
り
初
歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
)

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
工
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎

週

火

曜

日

午

前
日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
午
後
l
時

1
午
後
3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日
午
後
l
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月

i
金
曜
日

午
前

9
時

1
午
後
4
時
ぬ
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後

5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前
日
時

1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水
曜
日

午
後

O
時
初
分
1

1
時
初
分

対

象

就

学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

6
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

密
⑫
0
3
1
0

市立大洲病院 (西大測)

ft 24 -2151 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24 -4551 

加戸病院 (若宮)

ft 24 -5101 

大洲記念病院 (徳森)

ft 25 -2022 

月 ・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

J 多喜 内

凶者全
~Z4~44・ U

6
月
生
涯
学
習
講
座

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
事
始
め
」

講
師
澄
回
恭
一
先
生

期
日

6
月
お
日
(
水
)

時

間

午

前

9
時
初
分
i
日
時
ぬ
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4 
階

6
月
の
新
着
図
書
案
内

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
格
・
取
り
方
ガ
イ

ド
2
0
0
5
年
版
邑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編

戦
争
が
遺
し
た
も
の
鶴
見
俊
輔
ほ
か
著

自
分
を
完
全
肯
定
で
き
ま
す
かひ
き

る

Z

日
木
流
奈
著

古
史
古
伝
と
偽
書
の
謎
新
人
物
往
来
社

い
ま
の
経
済
と
株
の
上
げ
下
げ
が
よ
く

わ
か
る
「
基
礎
の
基
礎
」
植
木
靖
男
著

こ
れ
な
ら
で
き
る
!
「
経
営
分
析
」

閉
館
正
義
編

眠
り
上
手
お
ん
な
と
眠
り
下
手
お
と
こ

内

山

真

著

叫
代
か
ら
の
気
に
な
る
口
臭
体
臭
・

加

齢

臭

五

味

常

明

監

修

ぱ
ぱ
っ
と
簡
単
お
べ
ん
と
う
!村
上
祥
子
著

パ
7
チ
ワ

l
ク
の
配
色
レ
ッ
ス
ン

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
通
信
社

森
林
業
が
環
境
を
創
る
安
藤
勝
彦
著

失

敗

し

な

い

花

づ

く

り

西

東

社

香

り

を

楽

し

も

う

太

田

清

史

執

筆

銀
二
文
か
ら
お
金
を
生
み
出
す
方
法

原
崎
裕
三
著

日
本
人
メ
ジ
ャ
ー
リ
1

ガ

l
成
美
堂
出
版

自
分
で
つ
く
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

18 

ロ

グ

ラ

ム

有

賀

誠

司

著

悪
漢
た
ち
の
プ
ロ
野
球
二
宮
清
純
著

ア
ホ
か
、
お
前
ら
!

井
筒
和
幸
著

E
メ
ー
ル

・
手
紙
で
使
う
英
語
表
現
集

石
橋
和
代
著

岬
咋
か
ら
の
俳
句
人
生
塾
金
子
兜
太
著

初

春

の

客

平

岩

弓

枝

著

最

終

退

行

池

井

戸

潤

著

披
初
叩
明
け
る
ま
で
北
原
亜
以
子
著

密

事

藤

田

{

且

、

水

著

M
O
N
E
Y

マ
ネ
1

清
水
義
範
著

京
都
・
宇
治
浮
舟
の
殺
人

吉
せ
っ
て
ん
ぼ
う
す
い
こ
で
ん

大
野
優
凍
子
著

巷

説

天

保

水

論

伝

山

口

瞳

著

卒

業

重

松

清

著

私

小

説

岩

井

志

麻

子

著

虹

の

生

涯

上

・

下

森

村

誠

一

著

ア

ベ

ラ

シ

オ

ン

篠

田

真

由

美

著

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
ま
た
は
ロ
メ

佐
藤
賢

一
著

ジ
ョ
ン
・
サ
ッ
ク
著

ド
ラ
ゴ
〆
へ
〆
ド

龍

頭

終
わ
り
な
き
負
債
C
・
S
-
フ
ォ
レ
ス
タ

1
著

ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
H

グ
リ
エ
著

反
復

きどまさゆき

木戸雅寿ほか執筆

〈
王
国
に
か
つ
て
存
在
し
た
城
の
総
数

は

4
万
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
最

盛
期
の
城
の
姿
を
天
守
を
始
め
城
下
町

ま
で
含
め
た
模
型
で
堪
能
で
き
る
ガ
イ

ド
ブ
ァ
ク
。
大
洲
城
は
下
巻
に
収
録
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

f

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
~

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

6
月
初
日



2004 6月号応報おおず

くらしの情報

親
子
で
一
日
体
験
カ
ヌ
ー

学
校
週
5
日
制
対
応
事
業

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
と
カ
ヌ
ー
の
お

も
し
ろ
さ
を
親
子
・
友
達
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期

日第
l
回

5
月
凶
日
(
日
)

第

2
回

6
月
初
日
(
日
)

第

3
回

7
月
日
日
(
日
)

時

間受

付

午

前

9
時
ぬ
分
1
午
前
印
時

解

散

午

後

4
時

対

象

小

学
校
3
年
生
以
上
の
親
子

(
小
学
校
5
年
生
以
上
の
児
童
は
親
子

で
な
く
て
も
よ
い
が
、
保
護
者
の
引

率
が
必
要
で
す
。
)

募
集
人
員

各
固
定
員

ω人
(
先
着
順
受
付
)

参
加
費
一
人

一
回
に
つ
き

8
0
0
円

持
参
品
な
ど

ぬ
れ
で
も
よ
い
服
装
、
ぬ
れ
て
も
よ

い
靴
(
サ
ン
ダ
ル
可
)
、
タ
オ
ル
、
着
替

え
、
健
康
保
険
証
(
コ
ピ

l
可
)
、
防
寒
具
、

雨
具
、
帽
子
、
各
自
必
要
な
も
の

ま
た
、
眼
鏡
の
人
は
眼
鏡
バ
ン
ド
を
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
い
る

人
は
外
す
か
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ゴ
l
グ
ル

南設備

B 25 -4684 

情)菊地浄化槽セ ンター

B 24 -0013 

怠
掛
川
出

水道業者の

緊急漏水当番表

神6月5日出

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
日
焼
け
対
策

も
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家

「
l
日
体
験
カ
ヌ

i
」
係

合

@
5
1
7
5

人
権
擁
護
委
員
の
日

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

ー
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
|

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
6
月
l
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
体
罰
、
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
大

洲
支
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
当
市
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
合
@
0
1
3
6

井
上
和
子
(
稲
積
)

包
@
7
2
0
9

上
野
マ
リ
ヱ
(
大
洲
)

包
@
2
1
2
3

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)

怨
③

5
8
2
9

松
本
忠
行
(
回
処
)

怨
③

5
2
3
5

白
石
美
子
(
阿
蔵
)

怨
@
4
2
7
8

電業社

B 25 -2944 

鉄工所

B26一 0537

回興産

B 25 -2197 

々木鉄工

B26ー 0875

加水道設備

B 26 -0020 
水道庖

B 24 -4410 

戸

イ呆

函

佐

星

i成

世刻

(有)

(有)

久

6月6日(日)

6月12日出

6月13日(日)

辻

幸
欝
(
菅
田
町
菅
田

)

mu
@
5
0
8
1

藤
木
恵
利
子
(
柚
木
)

合
@
3
5
0
5

※
広
報
最
終
ペ

l
ジ
「
相
談
ご
と
案
内
」

参
照
問
い
合
わ
せ
先

法
務
局
大
洲
支
局

怨
⑫

4
1
5
5

古
電
話
帳
の
回
収
の
お
願
い

新
し
い
愛
媛
県
版
電
話
帳
「
タ
ウ
ン

ペ
l
ジ
・
ハ
ロ

1
ペ
ー
ジ
」
が

6
月
2
日

(水
)
1
日
日
(火
)
ま
で
順
次
配
達
さ

れ
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
の
お
届
け
の
と
き
、

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
回

収
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
在
宅
で
あ
れ
ば
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
手
渡
す
。

②
留
守
で
渡
せ
な
か
っ
た
と
き
は
、
「
電

話
帳
回
収
セ
ン
タ
」
に
連
絡
す
る
。

受
付
期
間

6
月
2
日
(水
)

l
m日
(火
)
ま
で

受
付
時
間

午
前
9
時
1
午
後
5
時

(
日
曜
、
祝
日
を
除
く
)

電
話
帳
回
収
セ
ン
タ

宮

0

1
2
0
1

3
0
3
0
7
7

海
上
保
安
学
校
採
用
試
験

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
保
学

校
の
学
生
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

和開発
B 25 -3776 

サノ設備

B 24 -0783 

水道底

B26 -0265 

水道工事底

B 24 -2583 

藤

大

田

ア

山

佐

(有)

ご言言
l'ヲ巴

(有)

西

6月19日出

6月20日(日)

!汲取り受付センター fi25-1010 I 

固

目

対
象
は
、
平
成
げ
年
の
4
月

1
日
現

在
で

M
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

7
月
初
日
(
火
)

1
8
月
3
日
(
火
)

一
次
試
験

9
月
初
日
(
日
)

問
い
合
わ
せ
先

松
山
海
上
保
安
部
管
理
課

8
0
8
9
9
5
1

1
1
9
6
 

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
就
学
や
入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安

が
あ
る
」
、
「
入
学
を
希
望
す
る
学
校
を

参
観
し
た
い
」
、
「
適
切
な
治
療
や
教
育

機
関
を
さ
が
し
て
い
る
」
、
「
家
庭
で
の

療
育
に
助
言
が
ほ
し
い
」
な
ど
に
つ
い

て
、
市
内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
・

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
(
市
役
所
5
階
)

8
@
2
1
1
1

(内
線
5
4
0
)

電業社

B 25 -2944 

建設工業 (補

B 24 -5161 

出家

屋住設

B 24 -2541 

鉄工所

B 25 -0300 

戸

予

本

j成

伊

A 

'" 

大

6月26日出

6月27日(日)

災
害
防
止
に
つ
い
て

愛
媛
県
か

5
の
お
知
う
せ

6
月
は
「
防
災
対
策
強
調
月
間
」
で
す
。

梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
影
響
で
、
大

雨
に
よ
る
災
窓
口
が
起
き
や
す
い
季
節
で

す
。愛
媛
県
で
は
こ
の
月
間
中
、
河
川
、

道
路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事
現
場
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
危
険
箇
所
の

発
見
や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災
害
の

未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の

災
害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が
追
っ
た

と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な
ど
、
災
害

に
対
す
る
警
戒
を
十
分
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
も
常
に
準
備
し
て
お
き
ま

ー
レ
ト
ふ
、
「
ノ。

危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
近
く
の
市
町
村
役
場
、
県
の
地

方
局
、
土
木
事
務
所
な
ど
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
型
連
休
も
終
わ
り
一
段
と
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
務
所

の
窓
か
ら
は
差
し
込
む
太
陽
の
光

も
強
く
、

1
日
ご
と
に
夏、
が
近
づ

い
て
き
た
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

今
年
は
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
カ
メ
ラ
片
手
に

い
ろ
い
ろ
な
人
の
表
情
を
追
い
か

け
る
ぞ
!

。
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6月号 |l JZj額ああず 2004

内案談本目 と
相談内容 日 時な と 場所など 問い合わせ先

人 権 キ目 &Ii 誕.，. 6月15日(刈/午前10時~正午 上須戒公民館
急ぐときは法務局 B24-4155 

(法務省) 6月18日(金)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 B24-4155 

無 料 キ目 &Ii申E (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 =ーBι挺.，. 
6月21日(月)/午前9時~正午 市役所3階会議室

急ぐときは B24-5072(山本)
(総務省) B24-4294(辻)

社会保険相談
6月7日(月)/午前10時~午後3時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

6月22日ω/午前10時~午後3時30分 B089-925-51 05 

不動産無料相談 6月15日(刈/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上回喜六不動産 B24-4452 

一般相談 毎週月・木水曜日
大洲市総合法律相談 毎週火・ 曜日 受付は総合福祉センター 1階

心配こと介護相談

毎時週、聞目金午は曜後年い末日1ず年時れ拍一も午を午後除前4く叩時~ iE
福祉センター

社会福祉協議会窓口まで
相 談(相談時間) (相談室直通)

午祝 時 告23-5629
告23-0313

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 B24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 包24-6100
関する何でも相談 祝日・年末年始を除〈 大洲福祉会館 B25-0947 

青少年相談室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

青少年センター B24-7830 
祝日・年末年始を除〈

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 B24イ414
祝日・年末年始を除く

圃'‘ι園山

( 

シ
リ
ー
ズ
犬
測
の
苦
ぱ
む

ι
@

※いずれも無料です。お気軽にご相談くださし、。

え

の

き

と

う

げ

た

ぬ

き

榎
峠
の
お
狸
さ
ん

菅
田

昔
々
の
お
話
で
す
。
菅
田
の
西

か
ら
市
木
へ
の
近
道
は
、
榎
峠
を

越
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
、

な
か
な
か
の
難
所
で
し
た
。
こ
と

に
夜
に
な
る
と
「
狸
に
ば
か
さ
れ

る
ぞ
」
と
、
だ
れ
も
が
話
し
た
も

の
で
し
た
。
ぷ
ん
ぞ
う

菅
田
の
文
造
は
、
四
十
歳
そ
こ

そ
こ
の
元
気
者
。
人
の
怖
が
る
榎

峠
も
何
の
そ
の
。
あ
る
夕
方
、
素

足
に
新
し
い
わ
ら
じ
で
市
木
め
ざ

し
て
「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
つ
走
り
」
と
出
か
け
ま
し
た
。
馬
越
と

い
う
所
を
越
え
て
墓
場
の
そ
ば
も
鼻
歌
で
通
り
過
ぎ
、
夕
暮
れ

さ
し
せ
ま
る
時
に
は
金
丸
池
を
右
に
見
て
、
樹
木
の
生
い
茂
る

榎
峠
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
「
こ
こ
さ
え
越
せ
ば
、
市
木
は
す
ぐ

だ
」
と
、
急
ぎ
足
で
歩
き
ま
し
た
が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
市

木
に
着
き
ま
せ
ん
。
ふ
と
気
が
付
く
と
、
も
と
の
馬
越
に
立
っ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

文
造
は
驚
い
て
、
「
へ
ん
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。
い
つ
、
ど

こ
か
ら
あ
と
も
ど
り
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思
い
な
が

ら
、
市
木
を
目
指
し
て
再
び
急
、
ぎ
だ
し
ま
し
た
。

金
丸
池
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
榎
峠
、
間
違
え
な

い
よ
う
に
用
心
し
な
が
ら
い
け
ど
も
市
木
は
遠
い
。
ふ
と
気
が

付
く
と
、
も
と
の
馬
越
に
戻

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
何
回

も
繰
り
返
し
う
ち
に
夜
が
明
け
て
、
と
う
と
う
市
木
へ
は
行
け

ず
、
わ
ら
じ
も
す
り
き
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
話
を
聞
い
た
人
た
ち
は
、

「
榎
峠
の
お
狸
さ
ん
の
し
わ
ざ

だ
ろ
う
」
と
、
言
っ
た
も
の
で
し
た
。

ゆと件

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
、は
な
し
と
里
う
た
」
第
引
話
か
ら

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件 数 100 80 

負傷者 128 106 

死 者 。 。

き

平成16年4月30日現在

39，027人 (+120) 出生 32人 (-16) 

18，649人 (+ 45) 死亡 35人 (一1) 

20，378人 (+ 75) 

14，886世帯(+86) )内は対前月比

動の民市

人口

男

女

世帯数

期

今月の納税は

県民税 1

納期限は6月30日です

市・
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